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 [Overview and purpose of the course]
医療・医学の進歩に伴い、その成果を臨床現場や社会に効果的・効率的に導入し、普及させる重要
性が高まっている。この医学研究の成果である、健康関連アウトカムに対しての有効性が実証され
ている介入（エビデンスに基づく介入、evidence-based intervention、EBI）を現場で実際に活かすプ
ロセスを深く掘り下げるのがImplementation Science（実装科学）である。EBIに関する情報等を、実
際に必要な対象に届くように、拡散・維持することを目指すdissemination research（普及研究）とあ
わせ、D&I研究とも呼ばれる。
　本科目では、予防医療学分野、蘇生科学分野において、医学研究が臨床や社会で具体的に生かさ
れるまでのプロセスに触れながら、実装科学の基本から応用に至るまでの理論、手法、戦略を包括
的に学ぶ。EBMにおける実装科学の役割、主要な理論モデル、変革を推進するリーダーシップとコ
ミュニケーション戦略、ステークホルダーとの関係構築、さらには社会的、文化的、政治的なコン
テキストにおける実装科学の実施について、講義とチュートリアルの形式で実践的に学びます。講
義は、予防医療学分野の教員陣を中心に提供するほか、外部講師として、臨床現場で活躍する専門
家の生の声を直接聞く機会を提供する。

 [Course objectives]
・予防医療学分野、蘇生科学分野における実装科学の実際を理解する。
・実装科学の基本から応用に至るまでの理論、手法、戦略を包括的に学び、説明ができるようにな
る。
・医学研究と臨床現場や社会での実装の間のギャップについて理解する。
・EBMにおける実装科学の役割、主要な理論モデルを理解する。
・変革（イノベーション）を推進するリーダーシップ、コミュニケーション戦略、ステークホルダ
ーとの関係構築について理解する。
・事例研究を通じて、実装科学の理論と実践の統合を図り、研究の実装を通じて、臨床現場、社会
の健康課題を解決する能力を獲得する。

 [Course schedule and contents)]
（※変更の可能性があるので開講日に確認して下さい）
第1回　10月1日　実装科学と普及研究が求められる背景と概要（実践科学の定義と範囲、医学研究
と実践のギャップ）
第2回　10月8日　実装科学の実例（蘇生科学分野・予防医療学分野）
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第3回　10月15日　実装科学の理論、モデル、フレームワーク
第4回　10月22日　EBMにおける実装科学の役割
第5回　10月29日　実装科学における戦略と方法論
第6回　11月5日　実装に向けたステークホルダーとの共同、資金獲得、リソースの確保
第7回　11月12日　実装科学と臨床現場、社会の繋がり（外部講師）
第8回　11月19日　実装科学に基づく政策と実施
第9回　11月26日　実装科学による改善のサイクル
第10回　12月3日　実装科学とイノベーション
第11回　12月10日　スケーリングアップと拡散
第12回　12月17日　チュートリアル(1)
第13回　12月24日　チュートリアル(2)
第14回　1月7日　チュートリアル(3)
第15回　1月14日　予備日
第16回　1月21日　予備日
第17回　1月28日　予備日

 [Course requirements]
None

 [Evaluation methods and policy]
レポート50%、チュートリアル25%、平常点評価25%にて、60パーセント以上を合格とする。平常
点評価には、授業への参加状況、２、３回の授業ごとに課すミニテストや小レポートの評価を含む。

 [Textbooks]
高橋由光、石見拓 『実践！実装科学』（インターメディカ、2025）ISBN:489996496X
 [References, etc.]
  （References, etc.）
『 Implementation Science』（Cambridge University Press, 2022）ISBN:100923708X（https://www.
cambridge.org/core/elements/implementation-science/9E9361E2F6C1A3B894C6D202031ECD19）
 『Practical Implementation Science: Moving Evidence into Action』（Springer Pub Co., 2022）ISBN:
0826186920

 [Study outside of class (preparation and review)]
予習として、講義に該当する箇所を教科書や参考資料で事前に学習し、基本的な概念や専門用語を
確認しておくことが望ましい。復習では、授業内容を整理し、理解を深めるとともに、自身の研究
分野への応用を考え、具体的な活用イメージを描くこと。

 [Other information (office hours, etc.)]
【連絡先】　石見　拓 予防医療学分野　先端科学研究棟　３階３０８号室
TEL: 753-4400（代） 　　E-mail: info@yobou.med.kyoto-u.ac.jp 
※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。

 [Essential courses]


